
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２１６０１

若手研究(B)

2015～2013

脈絡膜・強膜観察による黄斑疾患発症メカニズムの解明

Analysis of Subfoveal Area to detect the mecanisms of macular disease.

７０５９５４９６研究者番号：

伊勢　重之（Shigeyuki, ISE）

福島県立医科大学・医学部・助手

研究期間：

２５８６１６４２

平成 年 月 日現在２８   ７   ８

円     1,600,000

研究成果の概要（和文）：今回の研究では、網膜および脈絡膜における眼循環の影響が、黄斑疾患に強い関連性をもつ
ことが示された。今回の研究成果を踏まえて、以下の和文論文を発表した。
伊勢重之, 古田実, 石龍鉄樹．糖尿病黄斑浮腫の硝子体手術成績に及ぼすカリジノゲナーゼの影響． あたらしい眼科
，2016, 33(1):145-150

研究成果の概要（英文）：今回の研究成果を踏まえ、以下の英文論文を発表した。
Saito M, Kano M, Itagaki K, Ise S, Imaizumi K, Sekiryu T. Subfoveal choroidal thickness in polypoidal 
choroidal vasculopathy after switching to intravitreal aflibercept injection. Jpn J Ophthalmol. 2016 
Jan;60(1):35-41.
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１．研究開始当初の背景 
 

 光干渉断層計(OCT) は黄斑疾患の病

態解明に革命的な進歩をもたらした。し

かし網膜より後方の組織である脈絡膜に

ついての詳細な観察法は確立されておら

ず、侵襲的な蛍光眼底造影によってしか

疾患の病態を観察できなかった。しかし

2008 年に既存 OCT を用いて脈絡膜を観

察する方法が確立され、最近では眼底深

層の観察を目的とした OCTも開発され、脈

絡膜や強膜の詳細な観察が可能となった。

脈絡膜は海綿状組織であり柔軟性に富み

様々な要因で変化するため、加齢黄斑変性

などの黄斑疾患の発症機序を説明するには

未解決の部分が多い。また強度近視のよう

に、強膜の眼球形態異常が黄斑疾患の発症

に関与している可能性が示されている。 
 
２．研究の目的 
 
OCT で脈絡膜および強膜を非侵襲的に観

察し、黄斑疾患発症のメカニズムを解明す

ることを目的とする 

 
３．研究の方法 
 

正常眼および病的眼について、OCT

を用いて脈絡膜・強膜測定の信頼性を繰

り返し評価する。脈絡膜厚と強膜の形態

に関与する因子として年齢、屈折値、眼

圧、眼軸長も検査する。病的眼において

は、強度近視、加齢黄斑変性、uveal 

effusion、傾斜乳頭症候群などについて

形態評価する。 
 
４．研究成果 
 

網膜および脈絡膜における眼循環の影響が、

黄斑疾患の発症と予後に強い関連性を持つ

ことが示された。 
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